
　

三
井
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
提
案
す
る
の
が
、

「
ス
マ
ー
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
」。
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
と
は
い
っ
て
も
、
い
き
な
り
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

と
い
っ
た
機
器
に
と
び
つ
く
の
で
は
な
く
。

基
本
は
、
通
風
、
採
光
、
動
線
と
い
っ
た
、

住
宅
設
計
の
基
本
性
能
を
向
上
す
る「
パ

ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
」
に
あ
る
と
す
る
。
そ

れ
を
活
か
す
も
の
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
機
器
を

使
っ
た「
ア
ク
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン
」や
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化「
ス
マ
ー
ト
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
」
を
加
え
て
い
く
と
い
う
考
え

方
を
と
る
。

　2012年10月に発表された西田さんによる本リポートは、社会の中堅

を担う団塊ジュニア世代が、住宅取得しようにもそれがままならないな

かで、団塊世代の既存住宅をリフォームする選択を理由を探ったリポ

ートだ。

　「その場合、団塊ジュニア世代が経済的に助かるということはありま

すが、世代の違う人が引き継ぐ以上、趣味が同じとは限りません。新

しく作る人生にこだわりを持ち、既存の家を活かして自分流にするには

どうすればいいか。そうしたときに、リフォームという切り口は、もらう

側の人の価値が高まらないといけません。一方、家を譲る親世代も、

やみくもに子供にあげたいわけではない。自分たちの築いたモノを後世

に残したいと思うものなのです」（西田さん）

　興味深いのは、団塊世代は子供の世話になりたくないと考えるのに

対し、むしろ団塊ジュニア世代は、同居によって経済的メリットを受け

やすくなると考えていることだ。

　東日本大震災で”絆”が叫ばれたこともあるのだろう、親世帯と子世

帯が、孫世帯も含めて快適な距離感で長く生活するための住まいを模

索しているのは間違いない。

　「最近感じるのは、既存住宅をリフォームして住む意味には、”地域を

引き継ぐ”というのもあるのだということ。都市のコミュニティーが不在

な中で、暮らしの便利さよりも、なんとなく親しみのある場所に居たい

というのが重視されている気がします」(西田さん）
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ハウスメーカーの考える「スマートホーム」構想
リポート第２弾は、リフォーム実績ナンバーワン
の三井のリフォームの「スマートリフォーム」。三
井のリフォーム 住生活研究所の所長、西田恭
子さんにお話しをうかがうとともに、自由が丘に
オープンしたばかりのモデルハウス（実験住宅）
を体感してきた。（編集部）

　

こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
構
想
に
つ
い
て
、

こ
の
10
月
に
毎
年
恒
例
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
リ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
、
三
井
の
リ
フ

ォ
ー
ム 

住
生
活
研
究
所
の
所
長
・
西
田

恭
子
さ
ん
に
お
話
し
を
う
か
が
っ
た
。

　
「
通
常
、家
の
性
能
と
い
う
と
、寒
い
冬
、

暑
い
夏
に
対
し
て
家
を
密
閉
す
る
こ
と

ば
か
り
を
考
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
断

熱
性
能
も
大
事
で
す
が
、
日
本
に
は
、

春
と
秋
と
い
う
、
い
い
季
節
も
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ

う
し
た
時
季
を
、
ど
う
長
く
楽
し
め
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
考
え
る
べ
き
で

す
。
つ
ま
り
、
風
通
し
の
い
い
家
、
緑
の

多
い
住
ま
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

　

具
体
的
に
は
、
Ｂ
．
Ｖ
．
Ｃ
．（
ブ
リ
ー

ズ･

ベ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン･

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ

ス
テ
ム
）
と
よ
ぶ
、
通
風
と
機
械
換
気
で

室
内
の
温
熱
環
境
を
整
え
る
シ
ス
テ
ム

と
、
南
側
に
落
葉
樹
を
置
く
な
ど
、
夏

は
日
差
し
を
遮
り
冬
は
日
だ
ま
り
を
作

る
屋
外
環
境
設
計
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
建
物
内
の
風
の
動
き
を
計
算
す
る
。

よ
く
、
南
向
き
の
家
が
い
い
と
い
い
ま
す

が
、
南
の
窓
を
開
け
れ
ば
、
よ
り
断
熱
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
空
気
と
い
う
の
は
、

ど
こ
か
に
抜
け
穴
が
な
け
れ
ば
風
に
は
な

ら
な
い
と
い
っ
た
、
初
歩
的
な
こ
と
か
ら

見
直
す
。
２
階
の
採
光
を
工
夫
す
る
こ
と

も
含
め
、“
風
”と“
光
”を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
、
建
物
の
設
計
の
な

か
に
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

す
」

　

去
る
11
月
３
日
に
、
こ
う
し
た
コ
ン
セ

プ
ト
を
具
体
化
し
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
が
自

由
が
丘
に
オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
う
の
で
、

さ
そ
っ
く
足
を
運
ん
だ
。

　

木
造
２
階
建
て
在
来
工
法
の
住
宅
は
、

１
階
床
面
積
は
20
坪
、
２
階
は
22
・
５
坪

で
、
築
50
年
だ
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
２

階
ま
で
の
在
来
木
造
住
宅
へ
の
耐
震
補

強
や
防
蟻
処
理
も
含
め
た
戸
建
定
価
制

リ
フ
ォ
ー
ム
で
、
価
格
は
全
面
改
装
30
坪

で
８
６
１
万
円
か
ら
（
ス
マ
ー
ト
リ
フ
ォ
ー

ム
化
機
器
類
は
別
途
）。
も
ち
ろ
ん
、
内

装
や
設
備
の
み
と
い
っ
た
３
０
０
万
円
程

度
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
受
け
付
け
る
。

　

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
と
い
う
と
、
最
新
技

術
を
盛
り
込
ん
だ
新
築
を
想
像
す
る
が
、

リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
個
別
具
体
的
な
既
存

の
建
物
を
相
手
に
す
る
難
し
さ
が
加
わ
る
。

し
か
し
、
本
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
鳥
瞰
図
を

見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
あ
え
て「
ス
マ
ー

ト
」
な
ど
と
名
乗
る
以
前
か
ら
同
社
が
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
ま
と
め
な
お
し
た

三井のリフォーム 
住生活研究所 所長
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［吹き抜け、高窓の新設］”風”コントロールの核
となる2階踊り場。1階地窓から取り込んだ風
を2階吹き抜け経由で高窓に逃がす。この吹き
抜けは、冬場は暖房効果を保つために閉める
ことも可能

［日除け］2階寝室。ヒートショックを避けるフローリング。
夏の高い日差しを遮り、冬の低い日差しは取り込む庇や、
遮熱スクリーンを配置。南側に落葉樹を置くのも同じ狙
い

［HEMSとEV］家全体の
エネルギーを見える化す
るHEMSや（本体はクロ
ークに収納）、電気自動
車へ給電するEVコンセ
ントも装備

［床・壁・小屋裏の高断熱化］2階踊り場には、1階や小
屋裏の換気扇を集中コントロールする壁スイッチも

［耐震］リフォーム特有の
問題として、耐震性の不
足しているものをいかに
補強するかがある。既存
の無筋基礎をモルタルで
補強したり、柱や土台を
金物で補強するほか、制
震工法ハイブリッドPCな
ど独自の工夫を施す

［欄間付きドア］上部のみ
開閉式欄間とすることで
無理なく風を通す

［省エネ設備］太陽熱利
用給湯器「SKYPIA」、
高効率のヒートポンプ
式給湯器「エコキュー
ト」や、家庭用燃料電
池「エネファーム」、待
機電力をゼロにできる
コンセントなどを装備

［床面吸気口］留守や就寝
中でも安心の通気口

の
が「
ス
マ
ー
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
」な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
ま
っ
さ
き
に
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
、
地
窓
、
欄
間

の
通
気
シ
ス
テ
ム
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
死
者
が
交
通
事
故
死
者
数
を
上
回

る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
温
熱
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
行
き
着
く
先
は
、
廊
下
を
無
く
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
は
、
古

き
良
き
日
本
家
屋
の
姿
に
近
づ
く
。
木

造
の
日
本
家
屋
は
、
や
は
り
日
本
に
合
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
構
造
は
、
必
然
的
に
、
各

部
屋
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
。

　
「
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、“
光
”“
風
”“
緑
”

と
い
っ
た
こ
と
に
加
え
、“
音
”
と
い
う
の

も
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。
音
は
自
動
的
に
耳
に
入
っ
て
く
る
モ

ノ
で
す
か
ら
、
外
か
ら
の
音
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
で
作
る
音
も
、
快
適
な
空
間

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

そ
の
た
め
に
は
、
音
の
ク
ォ
リ
テ
ィ
を
下

げ
な
い
で
、
で
き
る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
に

配
置
す
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
」

　

私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
で
音
や

映
像
、
照
明
が
果
た
す
役
割
の
可
能
性

を
見
つ
め
続
け
る
が
、
前
提
と
し
て
、
リ

ビ
ン
グ
が
家
族
や
友
人
に
と
っ
て
も
共

有
で
き
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
ス
マ
ー
ト
リ
フ

ォ
ー
ム
が
、
従
来
の
細
か
く
仕
切
ら
れ
た

住
宅
の
壁
を
取
り
払
い
、
そ
の
た
め
の
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
く
れ
る
な
ら
、

大
歓
迎
だ
。

1階。リビングとダイニングキッチンは壁で仕切
られ暗かった2階。寝室も閉鎖的だった
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